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自己紹介



主な活動と経歴
障害者支援　（電子情報支援技術（e-‐AT）と、コミュニケーション支援技術（AAC） 

　　　京都市立　呉竹総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市立　東総合支援学校　　 特別非常勤講師 
      京都府　宇治支援学校SSC  特別支援教育京都府専門家チーム 	  
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 	  
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 	  
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 	  
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 	  
　　　京都府　委託訓練　精神障害者対象パソコン訓練インストラクター 	  
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 	  
      ＮＰＯ　障碍害芸術推進研究機構　メディアアドバイザー 	  

教育支援 	   	   	  (情報通信技術（ICT）の利活用支援） 

　　　京都府教育委員会　社会教育委員 	  
　　　京都市　キャリア教育コーディネーター　（市立小中高キャリア教育提案） 	  
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 	  
　　　ＮＰＯ　キャリア教育プロジェクト　副理事長 
　　　 	  

地域活性化支援　（ITを活用した経営改善・効率化） 

　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 	  
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 	  
　　　京都府　京都「知恵の経営」ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ 	  
　　　京都市　京都地域ITｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 	  



18テトラソミー	  
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常	  （18番染色体が4本ある病気です）の
我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日ケ丘支援学校　小学部５年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/


瞭のメカ好きは６才から始まりました。
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QOLからADL



障害者差別解消法
障害の有無にかかわらない共生社会の実現を目指す
「障害者差別解消法」が7月１９日午前、参院本会
議で全会一致で可決、成立した。 

   施行は2年後の２０１６年４月。何が差別に当たる 
   か、政府は今後、基本方針を策定する。

http://mainichi.jp/search/index.html?q=%E9%9A%9C%E5%AE%B3%E8%80%85%E5%B7%AE%E5%88%A5%E8%A7%A3%E6%B6%88%E6%B3%95&r=reflink


条文では、

障害者や家族が意思表示したのに障害に応じた

合理的配慮をしないことを禁じ、障害者の性別

や年齢、障害の状態に応じて「社会生活上の障

壁」を除去するよう求めた。



合理的配慮とは
国連の障害者権利利条約では、障害者が他者と平等な⽣生活を

するために、必要かつ適切切な調整／変更更を⾏行行う「合理理的配

慮」を規定している。紙の教科書に対して読字困難がある

⽣生徒に電⼦子教科書の使⽤用を認めること、鉛筆での書字困難

がある学⽣生にPCでの筆記を認めることは合理理的配慮だ。

東京⼤大学  先端科学技術研究センター  近藤武夫准教授



学校では

鉛筆やペンでの書字が困難な学⽣生に対して、授業や

⼊入試へ参加するための代替⼿手段を認めないことは、

同法の差別禁⽌止および合理理的配慮の否定に抵触す

る。さらに、本⼈人が申請する代替⼿手段の利利⽤用につい

て、学校側は検討する義務が発⽣生する。

東京⼤大学  先端科学技術研究センター  近藤武夫准教授



障害者差別解消法
合理的配慮については、行政機関（国と自治体や公立

学校、福祉施設など）に対し法的に義務化。民間事業

者に対しては努力義務。 

報告しなかったり、虚偽報告をしたりした場合は、 

２０万円以下の過料が科される。



個別支援とは・・・



歩けることより移動できること、 

しゃべれることよりもコミュニケーションできる 

代読することよりも、自分で読める 

代筆することよりも、自分で書ける 

ことへの価値転換が求められています。

ADLからQOLへ
(Activities of Daily Living) 

(Quality of Life)



情報端末を利用するのは・・・

本人の力

支援や 
ツール

周囲の 
理解

健常児

障害児

自立訓練 
歩く、話す

訓練と支援のバランスが大切

ＩＣＩＤＨ：ＷＨＯ国際障害分類  
（１９８０）の障害構造モデル

ＩＣＦ：国際⽣生活機能分類  
（２００１）の⽣生活機能構造モデル



聴覚障害



Using Google Glass to Caption Conversations

ASR（音声認識）システムとリアルタイム文字表示



Google Gesture



MotionSavvy introduces Uni

手の動きを認識する最新のモーション・センサー



Transcense Seamless conversation experience for Deaf & hard-of-
hearing

ASR（音声認識）システムと分散マイクロフォンシステム



手話をリアルタイムにテキスト化、「Kinect」応用し実用へ

みずほ情報総研と千葉葉⼤大学の⿊黒
岩・堀内研究室は、⽶米
Microsoft社の「Kinect」など
市販のモーション・センサーを
使って、⼿手話を認識識、⽇日本語⽂文
字へと⾃自動変換するシステムの
開発に着⼿手した。聴覚障害者と
健聴者とのコミュニケーション
を⽀支援する狙いだ。2014年年中
の実⽤用化を⽬目指し、2013年年10
⽉月に試作機を完成させる。



視覚障害



さわれる検索



Finger Reader



Beacon Syatem - Microsoft



肢体不自由



OAK



Tobii ExyX

視線入力



3Dプリンタ



知的



アシストスマホ（Softbank）



ドコッチ（Docomo）



その他



みらいのこくばんプロジェクト
既存黒板を電子黒板に変える



UBI

どこでも電子黒板に変える



Nixie



お絵かき水族館



タブレット端末



タブレット端末の優位性

携帯性（どこでも） 
操作性（だれでも） 
機動性（いつでも） 
GPS（位置情報）機能 
AR（拡張現実機能）を使う 
カメラ＆コンピューター機能 
カメラの活用 
音の扱い



Apple　iPad Air2  ,  iPad mini 3
            (9.7inch   7.9inch)

Google   Nexus9 
            (9inch)

Microsoft   Surface Pro3
            (12inch)



会社 Apple Google Microsoft

機種 iPad Air 2 iPad mini 3 Nexus9 Surface pro 3

画面サイズ 9.7 7.9 8.9 12

重量 437 331 425 800

カメラ ◯ ◯ ◯ ◯

ストレージ 16,64､128 16,64,128 16,32 64,128,256,512

OS iOS8 iOS8
Android

5.0
Windows8.1

バッテリー 10時間 10時間 9.5時間 9時間

価格 53,800～ 42,800～ 42,900～ 91,800～

主な特徴 アプリの充実、 
安全性

マルチユーザー、 
自由度・マウス操作 
マウス操作可能

Office 
アプリ



操作性 
アプリケーションの数 
アクセシビリティー 
安全性 
周辺機器の充実

iPadのメリット



無線マウスが使えない 
マルチユーザー非対応 
PowerPointの再現性が低い 
修理費用 
費用が比較的高い 
学校の既存セキュリティ 

　（Windowsベース）に 
　なじまない 

iPadのデメリット



iPad　体験



読むのが苦手（アクセシビリティ）







S w i t h  C o n t r o l

ポイントモード項目モード












